
はじめにはじめに

A クリニック　朝の診療前のスタッフ達の会話

「今日は朝から院長の機嫌が悪そう…，ああ，今日の診療はこっちも

憂鬱だな」

「院長なんだから不機嫌になるとかやめてほしいですよね．いい迷惑

ですよ」

B クリニック　朝の診療前のスタッフ達の会話

「今日は朝から院長の機嫌が悪そう…，体調でも悪いのかな？　ひと

まず診療に極力集中してもらえるように，診療外の確認事項などは緊

急のもの以外は午後か明日に回しましょう」

「まあ院長も人間だし，ご機嫌斜めのときもありますよね．診察のサ

ポートは従来予定していた新人の〇〇さんには荷が重いと思うので，

今日は私が交代して担当します．先回りして動くようにしますね．余

計なストレスがかからないようにしてきましょう．」

　…さあ，A と B のクリニックは何が違うのでしょうか？　そして

その違いはどこから生まれてきたのでしょうか？

　医療機関向けの経営コンサルティングを行っているクレドメディカ

ルの代表，志賀嘉典です．

私たちは主にクリニックの「開業してから」以降の経営のお手伝いを

行っています．

　私たちの仕事は患者さんに来てもらうこと，患者さんに適切な医療

を提供して満足していただくお手伝いをすること，医療機関にマッチ

したスタッフを採用すること，採用したスタッフがイキイキと働ける

環境を整備すること，等々多岐にわたります．

iii



　現在数百件のクライアントの経営～運営までをサポートしています

が，いつも院長先生方の悩みの種となっているのは「人の問題」です．

医療機関は原則として物を売る仕事ではなく，医療を提供する職場で

す．そしてその医療を提供するのは「人」です．

　だからこそ「人の問題」が院長先生を悩ませるのです．

　その中にあって，今回「院長の取扱説明書」を弊社のコンサルタン

ト陣の執筆により出版する運びとなりました．

　『人で悩んでいるのは院長なのに，なぜ「スタッフの取扱説明書」

ではなくて「院長の取扱説明書」なの？』と思われたかも知れません．

しかし，医療機関における人間関係の問題は「院長はスタッフへの理

解が不足している場合が多いが，逆にスタッフも院長のことを理解し

ていない場合が多い」ことで生じている場合が多いのです．そしてこ

れまで院長向けにスタッフへの理解を促す書籍はあっても，スタッフ

が院長を理解するための書籍が世の中にほとんどないため，この本を

執筆することといたしました．
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　この本には医療機関で働くすべてのスタッフの皆さんにあらかじめ

知っておいていただきたい，「院長の取扱説明書」が記されています．

新人で新しく医療機関に就職されたスタッフの方はもちろん，中堅か

らベテランの方や，リーダー，マネージャークラスの方に読んでいた

だいてもとても参考になる内容に仕上がったと自負しています．

　だからといって，この本は「院長を上手く操るノウハウ」が書かれ

た本ではありません．実は，むしろ院長先生方のために書いた本なの

です．

　どういうことか？と言いますと，多くの院長先生方は「自分はどう

いう性格なのか？」「自分は何を考えているのか？」「自分はスタッフ

の皆さんにどうしてほしいのか？」を細かくは語りません．

　だからこそ，院長先生方が考えていること，スタッフの皆さんに対

して思っていることをいくつかパターンに分けて記載することで「ス

タッフの皆さんが院長の考えを知るきっかけになり，結果的に院長先

生とスタッフの皆さんのコミュニケーションが円滑になってほしい」

という目的で出版しています．（院長先生方も自分がどのようなタイ

プか？を知る貴重な機会ですので，是非読んでいただき，ご自身がど

のようなタイプなのかを宜しければスタッフの皆さんに伝えてあげて

ください．）

　コミュニケーションが円滑になることで，結果的にクリニックの運

営が良好なものになっていくのです．

　日々，医療機関という職場で，院長先生とは毎日顔を合わせている

ことでしょう．毎日顔を合わせるのであれば，相手のことを知ってお

いて損はないですよね？院長先生の考えや性格，行動パターンを知る
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ことで「互いを思いやる」「考えに共感する」そんな関係性が築ける

ことを願っています．

　冒頭で紹介した，院長を思い遣って普段と違うオペレーションを採

用していた B クリニック．あのような臨機応変の対応は，スタッフ

が院長のことを理解し，「院長をサポートしたい」という主体的な心

構えから生まれたものです．

　この本を通じて皆さんが働く医療機関の院長への理解が深まり，冒

頭の B クリニックのような医療機関が少しでも増えることを願って

います．

株式会社クレドメディカル
代表取締役 志賀嘉典
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111人種がちがう !?　
院長が普段考えていること

　今回はこの本を読んでくださっているスタッフさんに「院長も同じ

人間で，意外と悩んでいることが多い」ということを知っておいてほ

しいのです．

院長だって同じ人間．でも医師でもあり経営者でもある

　院長とのコミュニケーションでどのように悩んでおられるでしょう

か？

　多くのスタッフさんは下記のいずれか一つは必ず当てはまるのでは

ないでしょうか？

  □□	言っていることが変わるので，何を信じたらいいのかわからない

  □□	 仕事の依頼を受けたわけではないのに「あれ，どうなっている？」

と聞かれる

  □□	 院長は何を考えているのかわからない

  □□	 すぐに怒るから苦手だ

　この他にも挙げるとキリがありませんが，多くのスタッフさんは

たった，これら4つの項目だけでも「あ！　それ，わかる！」と共感

されるのではないでしょうか．多くのクリニックでこの想いは共通し

ています．
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　では，なぜこのようなことが起きるのか？

　それはまず，院長は大前提に「診療業務」を行わなければなりません．

これはスタッフさん達と一緒です．診療時間中は医療専門職として診

療に向き合わなければなりません．ただ，それ以外に1日24時間と

限られた時間の中で経営者として様々な業務を抱えています．そして，

診療時間内にも診療時間外にもしなければならない業務には必ず悩み

がつきものです．そこで，まず経営者としての悩みを皆さんに知って

いただきましょう．

経営者の悩み

　ここでは院長という医療業界独自の悩みではなく，経営者の一般的

な悩みを紹介します．この一般的な経営者の悩みを知っていただくこ

とで，診療所も会社と同じ組織であるということを知っていただくこ

とが狙いです．
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1  人に関する悩み

  悩み その1   優秀な人に来てほしい
少子化がすすむことで，労働人口は年々減少しています．そのた

め，どの業界も優秀な人が自社に来てほしいと思いつつ，求人募集

を行っています．しかし，実際に入社してきてくれた方が優秀なの

かどうかは企業との相性にもより，「絶対に優秀である」というこ

とを確約することは難しいです．

  悩み その2   人手不足
結婚や出産，転勤などで女性が退職・休職するということは様々な

企業で悩みの種です．

特に医療機関ではスタッフの大半が女性であるということもあり，

常に退職・休職の悩みがつきものです．

  悩み その3   人を扱うこと（マネジメントをすること）が難しい
人間だれしも同じ価値観ではない上に，言葉の伝え方によっては意

図することは違う形に解釈されます．男女比率が大幅に異なる組織

体制かつ，マネジメントする側とマネジメントされる側での性別が

異なる場合にはより一層価値観が異なります．

また，「ハラスメント」と叫ばれる世の中なので，どのように伝え

るべきかに頭を悩ませることも少なくありません．

2  お金に関する悩み

  悩み その1   適正な人件費にしたい
残業を少しでも減らすことで「従業員の負担を減らしたい」という

想いがある一方で，人を増やすと人件費は高くなります．ただ，ずっ
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